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平成 27 年度 特別区Ⅰ類（事務） 

 論文 【問題】 
 

問題 

 

２題中１題を選択すること。 

 

１ 地方公共団体は、その事務を処理するに当たっては、住民の福祉増進に努めるとともに、最小の経費で最大

の効果を上げるようにしなければなりません。特別区ではすでに、自治体事務のアウトソーシングとして、公

共施設の指定管理などを行っていますが、施設の利用者が増大する一方で、様々な課題も見られます。 

このような現況を踏まえ、自治体事務のアウトソーシングについて、特別区の職員としてどのように取り組

むべきか、あなたの考えを論じなさい。 

 

 

２ 人々の働き方に関する意識や環境が社会経済構造の変化に必ずしも適応しきれず、仕事と生活が両立しにく

いという現実に直面しています。誰もがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の責任を果たす一方で、

子育て、介護の時間や、家庭、地域、自己啓発等にかかる個人の時間を持てる健康で豊かな生活ができるよう

仕事と生活の調和が求められています。 

このような現況を踏まえ、ワークライフバランスの実現に向け、特別区の職員としてどのように取り組むべ

きか、あなたの考えを論じなさい。 

 

 

※選択した課題の番号を、論文用紙の課題番号欄に、 

必ず記入すること。 


